
平
成
２３
年
度
、
三
木
市
に
け
る
最
初
の

公
式
戦
で
あ
る
「
平
成
２３
年
度
別
所
公

春
祭
り
共
催
剣
道
大
会
」
は
５
月
５
日

（
祝
）
、
三
木
市
民
体
育
館
を
会
場
に

行
わ
れ
た
。 

 

年
々
、
小
学
生
の
参
加
が
減
る
中
、

今
年
は
中
学
・
高
校
の
剣
道
部
員
が
揃

っ
て
参
加
、
底
上
げ
し
て
く
れ
た
お
か

げ
で
、
大
会
は
か
な
り
盛
り
上
が
っ
た
。 

 

開
会
式
の
挨
拶
に
立
っ
た
、
高
橋
会

長
は
、
先
の
京
都
会
場
で
の
剣
道
昇
段

審
査
に
お
い
て
、
見
事
、
６
段(

大
西
健
、

自
由
が
丘
少
年
剣
道
教
室
室
長)

、
７
段 

西
岡
伸
泰
、
三
木
中
央
剣
道
教
室
長
）
、 

 

 

 

           

８
段(

池
田
公
律
、
三
木
市
剣
道
連
盟
指

導
顧
問
兼
三
木
北
高
校
剣
道
部
顧
問
）

に
そ
れ
ぞ
れ
合
格
さ
れ
た
３
人
の
先
生

方
の
朗
報
を
紹
介
し
た
上
、
「
生
涯
剣

道
の
お
手
本
」
と
称
え
、
３
人
の
先
生

方
の
謙
虚
な
姿
勢
を
絶
賛
し
た
。 

 
試
合
は
、
小
学
生
・
中
学
生
が
プ
ロ

グ
ラ
ム
通
り
の
組
み
合
わ
せ
で
、
予
選

リ
ー
グ
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
へ
。

高
校
生
は
当
日
の
抽
選
に
よ
る
組
み
合

わ
せ
だ
っ
た
。 

 

女
子
は
参
加
者
そ
の
も
の
が
す
く
な

く
、
盛
り
上
が
り
に
欠
け
た
。 

 

小
学
生
４
年
生
以
下
男
子
の
部
で
は
、

段
ト
ツ
の
橋
間
祐
仁(

吉
川)

に
、
別
所

の
生
友
泰
蔵
が
食
い
下
が
り
健
闘
し
た
。 

 
 

各
教
室
の
精
鋭
が
集
い
、
毎
年
熱
戦

が
期
待
で
き
る
小
学
生
男
子
５
・
６
年

生
の
部
で
は
二
三
名
と
人
数
も
少
な
く
、

ベ
ス
ト
４
は
吉
川
勢
が
独
占
、
橋
間
祐

生
が
石
原
を
下
し
、
兄
弟
優
勝
が
実
現

し
た
。
３
位
の
岡
坂
連(

吉
川)

も
姉
の

岡
坂
和
奏(

中
学
生
女
子
の
部
優
勝)

と

共
に
姉
弟
同
時
入
賞
を
果
た
し
た
。 

 

中
学
生
男
子
の
部
は
、
総
勢
３２
名
が

エ
ン
ト
リ
ー
。
実
力
あ
る
３
年
生
を
中

心
に
、
好
試
合
を
展
開
し
た
。
ベ
ス
ト

８
ま
で
残
っ
て
い
た
三
木
中
勢
（
松

下
・
上
山
）
や
、
実
力
派
の
上
野(

自
由
、
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山
口
（
自
由
中
）
、
吉
川
勢
を
凌
ぐ 

高
校
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
は
長
田
（
三
木
北
） 

 （１） 

開会式で 会長挨拶 

試合の様子（左 山口選手） 



荻
原(
中
央)

も
姿
を
消
し
、
ベ
ス
ト
４

に
残
っ
た
の
は
、
山
口
優
輝(

自
由
中)

以
外
は
す
べ
て
吉
川
勢
だ
っ
た
。
そ
の

吉
川
勢
の
挑
戦
を
退
け
、
最
後
に
栄
冠

を
握
っ
た
の
は
山
口
だ
っ
た
。
山
口
の

旺
盛
な
気
迫
と
手
数
が
勝
負
を
決
め
た
。 

 

高
校
生
男
子
は
、
三
木
・
三
木
東
・

三
木
北
と
も
ほ
ぼ
同
数
の
２６
名
が
出
場
。

先
の
春
の
東
播
高
校
剣
道
大
会
の
個
人

戦
で
健
闘
し
た
、
三
木
東
吉
村
哲
平
、

三
木
北
長
田
知
晃
ら
が
順
調
に
勝
ち
上

が
っ
た
。
結
果
は
１
年
生
な
が
ら
優
勝

戦
ま
で
勝
ち
残
っ
た
三
木
高
、
堀
翔
太

郎
を
３
年
生
の
長
田
が
下
し
、
貫
録
を

見
せ
た
。
な
お
１
年
生
な
が
ら
３
位
に

食
い
込
ん
だ
三
木
高
宮
崎
裕
季
と
堀
翔

太
郎
の
健
闘
が
光
る
。 

入
賞
者
と
結
果
は
以
下
の
と
お
り
。 

             
 

 

      

    

 

          

部 門 優 勝 準優勝 ３  位 ３  位 

小学 4年以下 

女子 
成瀬
な る せ

沙弥
さ や

 

（３年・別所） 

加村
か む ら

仁
に

奈
な

 

（４年・中央） 

日高
ひ だ か

光
み

桜
お

 

（３年・中央） 

山田
や ま だ

真実
ま み

 

（３年・吉川） 

小学 4年生以下 

男子 
橋間
は し ま

祐
ゆ

仁
ひと

 

（３年・吉川） 

生友
いくとも

泰蔵
たいぞう

 

（４年・別所） 

石田
い し だ

真
ま

大
ひろ

 

（４年・自由が丘） 
中本
なかもと

紫
しい

那
な

 

３年生（別所） 

小学５・６年 

女子 
三藤
さんとう

暢子
よ う こ

 

（６年・吉川） 

福田
ふ く だ

知世
と も よ

 

（６年・自由が丘） 

竹内
たけうち

藍
あい

茄
か

 

（６年・緑が丘） 
ーー 

小学５・６年 

男子 
橋間
はしま

 祐
ゆう

生
せい

 

（６年・吉川） 

石原
いしはら

 颯
そう

一
いち

朗
ろう

 

（６年・吉川） 

岡坂
おかさか

  蓮
れん

 

（５年・吉川） 

池田
い け だ

 聖
せい

彬
よし

 

（６年・吉川） 

中学生 

女 子 
岡坂
おかさか

 和
わ

奏
かな

 

（吉川１年） 

内村
うちむら

 友美
ともみ

 

（自由丘１年） 

前山
まえやま

 有
あり

彩
さ

 

（自由丘１年） 
ーー 

中学生 

男 子 

山口
やまぐち

 優
ゆう

輝
き

 

初 段 

（自由中３年） 

川﨑
かわさき

 將平
しょうへい

 

（吉川２年） 

石田
いしだ

 諭
たか

史
し

 

初 段 

（吉川３年） 

橋間
はしま

 祐
たす

久
く

 

（吉川２年） 

高校生 

女 子 

濱名
はまな

 さやか 

二 段 

（三木高３年） 

中谷
なかたに

 梨香
り か

 

二 段 

（三木高３年） 

井上
いのうえ

 真結子
ま ゆ こ

 

二 段 

（三木高３年） 

大西
おおにし

 真央
ま お

 

二 段 

（三木高３年） 

高校生 

男 子 

長田
ながた

 知晃
ともあき

 

二 段 

（三木北３年） 

堀
ほり

 翔
しょう

太郎
たろう

 

二 段 

（三木高１年） 

宮崎
みやざき

 裕
ゆうき

季
き

 

二 段 

（三木高１年） 

吉村
よしむら

 哲平
てっぺい

 

二 段 

（三木東３年） 

小学４年以下 男子の部       小学４年以下 女子の部 

小学５・６年 男子の部          小学５・６年 女子の部 

中学生 男子の部              中学生 女子の部 

高校生 男子の部                  高校生 女子の部 

各部入賞者 写真 

東西対抗戦結果 

東軍 ９－５ 西軍（４分け） 東軍圧勝！ 

（２） 



 

  

未
曾
有
の
東
北
・
関
東
大
震
災
で

国
中
が
打
ち
ひ
し
が
れ
て
い
る
３
月
末

の
最
後
の
日
曜
日
、
第
34
回
を
数
え

る
「
東
播
少
年
剣
道
大
会
」
が
、
主
管

加
西
市
剣
道
連
盟
、
会
場
小
野
市
総
合

体
育
館
「
ア
ル
ゴ
」
で
行
わ
れ
、
東
播

各
地
か
ら
１２２
チ
ー
ム
、
参
加
選
手
600

余
名
が
参
加
し
た
。 

 

会
場
当
番
の
加
西
市
で
大
会
が
行
わ

れ
な
か
っ
た
の
は
、
他
の
行
事
と
重
な

っ
て
加
西
市
内
の
体
育
館
が
ふ
さ
が
っ

て
い
た
為
だ
が
、
そ
の
窮
状
を
見
か
ね

た
小
野
市
が
会
場
提
供
に
応
じ
、
お
か

げ
で
本
大
会
が
予
定
通
り
実
現
し
た
。 

 

我
が
三
木
市
か
ら
は
、
市
内
各
教
室

か
ら
、
小
学
生
男
子
団
体
７
チ
ー
ム
、

中
学
生
男
子
団
体
４
チ
ー
ム
計
11
チ
ー

ム
が
出
場
し
た
が
、
小
・
中
共
に
女
子

の
チ
ー
ム
は
１
チ
ー
ム
の
出
場
も
な
か

っ
た
。 

 
 

大
会
に
先
立
っ
て
、
今
度
の
「
東

北
・
関
東
大
震
災
」
で
亡
く
な
ら
れ
た

方
々
に
対
し
て
、
大
会
参
加
者
全
員
で

黙
祷
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
会
場
で
は
、

本
大
会
の
名
に
お
い
て
、
義
捐
金
の
募

集
が
大
会
に
並
行
し
て
行
わ
れ
た
。 

 

試
合
に
先
立
っ
て
挙
行
さ
れ
た
開
会

式
は
型
ど
お
り
進
行
し
た
が
、
挨
拶
に

立
っ
た
竹
本
仲
夫
大
会
会
長
、
三
宅
征

夫
東
播
地
区
協
議
会
顧
問
、
平
野
武
彦

東
播
地
区
協
会
長
ら
が
口
々
に
今
回
の

大
震
災
に
言
及
し
、
哀
悼
、
慰
霊
の
気

持
ち
を
述
べ
ら
れ
た
。
選
手
宣
誓
は
加

西
市
の
３
つ
の
教
室(

加
西
・
九
会
・
北

条)

の
代
表
が
揃
っ
て
行
っ
た
。 

 
 試

合
は
６
コ
ー
ト
で
、
10
時
15
分
か

ら
一
斉
に
開
始
さ
れ
た
。
三
木
の
チ
ー

ム
が
最
も
沢
山
出
場
し
て
い
る
小
学
生

男
子
の
部
で
は
、
１
～
４
の
コ
ー
ト
で

試
合
が
展
開
し
、
第
２
試
合
場
で
い
き

な
り
「
志
染
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
剣
道

部
」
と
、
「
自
由
が
丘
少
年
剣
道
教

室
」
が
ぶ
つ
か
る
と
い
う
、
つ
か
な
い

組
み
合
わ
せ
も
あ
っ
た
。
こ
の
三
木
同

士
の
対
決
は
、
僅
差
で
自
由
が
丘
が
上

が
っ
た
が
、
す
ぐ
に
優
勝
候
補
ナ
ン
バ

ー
１
の
「
印
南
剣
道
場
」
に
粉
砕
さ
れ
、

姿
を
消
し
た
。
そ
の
他
の
教
室
は
、
ほ

と
ん
ど
が
緒
戦
敗
退
、
み
る
べ
き
結
果

を
出
し
た
チ
ー
ム
は
い
な
か
っ
た
。

 

  
唯
一
し
ぶ
と
く
次
々
と
挑
ん
で
く
る

強
敵
を
な
ぎ
倒
し
な
が
ら
、
つ
い
に
決

勝
進
出
ま
で
駆
け
上
が
っ
た
の
が
、

「
吉
川
剣
道
少
年
団
」
チ
ー
ム
だ
っ
た
。

吉
川
チ
ー
ム
は
緒
戦
、
高
砂
の
「
阿
弥

陀
剣
友
会
」
を
４
―
０
で
一
蹴
。
続
く

「
小
野
市
少
年
剣
道
教
室
柳
心
館
」
を

３
―
０
で
下
し
、
古
豪
「
あ
け
ぼ
の
少

年
剣
友
会
」(

明
石)

を
３
―
１
で
下
し

て
立
ち
は
だ
か
っ
た
「
尾
上
剣
友
会
」

(

加
古
川)

を
、
な
ん
と
５
―
０
で
一
方

的
に
破
っ
た
。 

 
 

こ
の
第
１
試
合
場
は
手
強
い
チ
ー
ム

が
固
ま
っ
て
い
る
コ
ー
ト
だ
っ
た
。
隙

が
無
く
、
名
門
「
明
武
館
」(

明
石)

を

問
題
な
く
破
っ
た
「
高
砂
剣
道
教
室
剣

誠
会
」
や
試
合
巧
者
が
揃
っ
て
い
る

「
春
風
館
」(

高
砂)

、
過
去
優
勝
経
験

の
あ
る
「
加
古
川
警
察
少
年
剣
道
会
」

な
ど
が
ひ
し
め
く
。 

（３） 

第第第３３３４４４回回回東東東播播播少少少年年年剣剣剣道道道大大大会会会結結結果果果   

花花花開開開くくく吉吉吉川川川剣剣剣道道道   小小小・・・中中中共共共男男男子子子団団団体体体ででで銀銀銀   

平成２３年３月２７日（日）於小野市総合体育館アルゴ 

銀メダルを手にした吉川チームの選手たち 



 
果
た
し
て
、
こ
れ
ま
で
一
方
的
だ
っ

た
試
合
も
、
こ
こ
ま
で
く
る
と
、
手
に

汗
握
る
伯
仲
し
た
試
合
に
変
わ
っ
た
。 

 

吉
川
チ
ー
ム
の
４
回
戦
の
相
手
は
、

「
春
風
館
」
「
剣
誠
会
」
を
下
し
、
さ

ら
に
上
を
窺
う
「
加
古
川
警
察
少
年
剣

道
会
」
。
先
鋒
岡
坂
蓮(
４
年)

は
、
加

古
川
水
田
に
メ
ン
を
奪
わ
れ
一
本
負
け
。

次
鋒
石
原(

５
年)

も
メ
ン
を
先
取
し
な

が
ら
、
相
手
齋
藤(

６
年)

に
メ
・
コ
テ

を
取
り
返
さ
れ
、
は
や
王
手
。
し
か
し
、

こ
こ
か
ら
が
吉
川
の
粘
り
だ
っ
た
。
中

堅
で
女
子
の
岡
坂
和
奏
（
６
年)

が
相
手

水
田
に
コ
テ
の
一
本
勝
ち
な
が
ら
１
勝

を
挙
げ
、
副
将
三
藤
暢
子(

５
年)

が
メ

ン
を
連
取
す
る
と
い
う
大
殊
勲
。
最
後

は
大
将
の
浅
井
が
、
加
古
川
の
大
将
大

西
隼
平
を
見
事
な
コ
テ
で
沈
め
、
一
本

勝
ち
。
３
勝
２
敗
で
、
こ
の
強
敵
を
退

け
た
。 

 
 

こ
う
し
て
ベ
ス
ト
４
に
残
っ
た
吉
川

チ
ー
ム
は
、
第
３
試
合
場
の
勝
ち
残
り
、

「
播
磨
町
少
年
剣
道
ク
ラ
ブ
」
と
準
決

勝
戦
を
戦
う
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
チ

ー
ム
は
、
本
大
会
に
於
い
て
優
勝
２
回
、

準
優
勝
２
回
の
実
績
を
残
し
て
い
る
実

力
チ
ー
ム
だ
。
先
鋒
岡
坂
が
２
本
負
け

し
た
の
を
、
中
堅
岡
坂
姉
が
、
こ
れ
ま

た
見
事
な
メ
ン
の
連
取
で
取
り
返
し
、

あ
と
は
全
て
引
き
分
け
と
い
う
ま
さ
に

相
拮
抗
し
た
好
試
合
だ
っ
た
。
結
局
は

代
表
戦
と
な
り
、
吉
川
大
将
浅
井
優
輔

が
チ
ー
ム
の
期
待
に
応
え
コ
テ
一
本
に

切
っ
て
取
り
、
代
表
戦
を
も
の
に
し
た
。 

 
 

さ
あ
、
い
よ
い
よ
決
勝
戦
で
あ
る
。

相
手
は
強
豪
中
の
強
豪
に
し
て
、
昨
年

度
優
勝
の
「
印
南
剣
道
場
」
だ
。
勝
て

ば
念
願
の
初
優
勝
で
あ
る
。
決
勝
戦
が

始
ま
っ
た
。
吉
川
チ
ー
ム
も
よ
く
食
い

下
が
っ
た
が
、
足
を
使
っ
た
印
南
の
壁

は
厚
く
、
中
堅
岡
坂
の
一
本
勝
ち
の
み

で
１
―
４
で
完
敗
し
た
。 

 
 

し
か
し
、
女
子
２
人
を
含
む
吉
川
チ

ー
ム
は
よ
く
健
闘
し
た
。
週
２
回
の
稽

古
に
も
拘
わ
ら
ず
、
手
島
監
督
の
指
導

に
よ
く
従
い
、
手
島
監
督
の
い
う
手
島

流
の
基
本
稽
古
を
忠
実
に
積
み
重
ね
た

結
果
、
本
日
の
栄
光
を
つ
か
ん
だ
。 

 
 な

お
、
中
学
生
の
チ
ー
ム(

３
人
制)
も

次
々
と
相
手
を
退
け
、
３
回
戦
で
三
木

市
の
ラ
イ
バ
ル
、
自
由
が
丘
チ
ー
ム
を
、

４
回
戦
で
は
高
砂
の
入
賞
常
連
チ
ー
ム

「
春
風
館
」
を
破
っ
て
、
こ
れ
ま
た
優

勝
戦
に
駒
を
進
め
た
。
最
後
に
は
力
尽

き
、
昨
年
の
覇
者
「
大
蔵
剣
友
会
」(

明

石)

に
勝
ち
を
譲
っ
た
が
、
堂
々
の
準
優

勝
。 

 

吉
川
に
と
っ
て
は
大
変
誇
ら
し
い
、

小
・
中
同
時
銀
メ
ダ
ル
だ
っ
た
。 

 

 

 

６
年
目
に
な
る
高
校
剣
道
部
の
「
春

合
宿
」
、
今
年
も
例
年
行
っ
て
い
る
三

木
の
ホ
ー
ス
ラ
ン
ド
パ
ー
ク
の
研
修
棟

を
宿
泊
所
と
し
て
、
近
隣
の
高
校
７
校

（
生
徒
約
５０
名
、
顧
問
教
師
１０
名
）

が
集
ま
り
、
２
泊
３
日
の
濃
密
な
稽
古

会
を
催
し
た
。 

 
 

参
加
し
た
の
は
、
三
田
祥
雲
館
・

社
・
篠
山
鳳
鳴
・
三
木
北
・
柏
原
・
小

野
工
業
・
三
木
東
の
７
校
。
い
ず
れ
も

三
木
東
高
校
剣
道
部
顧
問
武
中
先
生
の

稽
古
仲
間
の
先
生
方
が
指
導
さ
れ
る
学

校
だ
。 

 

 

２４
日
か
ら
始
ま
っ
た
合
宿
稽
古
会
は
、

初
日
９
時
か
ら
練
習
開
始
。
１４
時
、

１９
時
と
３
部
練
習
。
夜
の
稽
古
に
は
、

地
元
三
木
市
剣
道
連
盟
か
ら
高
橋
会
長
、

安
栖
指
導
部
長
が
特
別
参
加
。
各
校
の

OB
も
多
数
参
加
し
て
盛
り
上
が
っ
た
。 

 

翌
２５
日
は
、
基
本
を
中
心
に
実
戦
的

な
内
容
も
含
め
、
９
時
～
、
１４
時
～
の

２
部
練
習
を
し
た
。 

 

最
終
日
の
２６
日
は
、
場
所
を
三
木
東

高
校
体
育
館
に
移
し
、
合
宿
参
加
校
以

外
に
、
神
戸
・
東
播
・
丹
波
な
ど
か
ら

も
加
わ
っ
て
、
計
２０
校(

男
女
約
２００

名)

が
集
ま
り
、
終
日
練
習
試
合
を
行
っ

た
。 

 
 こ

の
時
期
は
、
年
度
の
入
れ
替
わ
り
で
、

学
校
で
は
先
生
方
の
会
議
が
多
く
、
顧

問
が
付
き
っ
き
り
で
指
導
す
る
こ
と
が

難
し
い
時
期
で
も
あ
る
。
複
数
校
が
参

加
す
る
こ
と
に
よ
り
、
何
名
か
の
顧
問

が
生
徒
た
ち
を
指
導
で
き
る
と
い
う
利

点
が
あ
る
。
各
地
区
と
も
春
の
大
会
を

一
か
月
後
に
控
え
て
お
り
、
生
徒
た
ち

に
と
っ
て
は
、
充
実
し
た
合
宿
、
練
習

が
で
き
た
よ
う
だ
。 

 
 世

話
に
当
た
っ
た
、
三
木
東
高
校
の
武

中
先
生
は
、
「
も
っ
と
早
く
、
皆
様
に

知
ら
せ
て
お
け
ば
地
元
の
剣
士
た
ち
も

駆
け
つ
け
て
く
れ
た
だ
ろ
う
に
。
」
と

反
省
の
弁
し
き
り
。 

  

【
高
校
剣
道
部
】 

ホ

ー

ス

ラ

ン

ド

で 

７
校
剣
道
部
が
合
宿 

３
月
２４
日
～
２６
日 

（４） 



 

                               

【
個
人
戦
】
女
子
は
男
子
に
比
べ
る

と
参
加
人
数
が
２
／
３
程
度
と
少
な

い
が
、 

レ
ベ
ル
は
非
常
に
高
く
、

複
数
の
選
手
が
県
大
会
で
も
上
位
を

狙
え
る
力
を
も
っ
て
い
る
。
そ
の
中

で
ベ
ス
ト
８
ま
で
進
出
し
た
三
木
高

の
濱
名
は
、
３
大
会
連
続
ベ
ス
ト

１６
以
上
の
結
果
を
残
し
て
お
り
、

県
大
会
で
も
期
待
で
き
る
選
手
で
あ

る
。
男
子
は
三
木
北
高
の
長
田
、
三

木
東
の
吉
村
と
も
に
明
石
高
の
選
手

に
接
戦
の
末
敗
れ
た
が
、
そ
の
選
手

が
２
、
３
位
に
入
賞
し
て
お
り
、
県

大
会
ま
で
に
さ
ら
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

す
れ
ば
上
位
進
出
も
可
能
で
あ
る
。 

【
団
体
戦
】
昨
年
度
よ
り
力
を
つ
け

て
き
た
三
木
北
高
と
三
木
東
高
の
男

子
に
期
待
（
３
位
以
上
）
し
た
が
、

予
選
リ
ー
グ
で
三
木
北
高
は
小
野
高

に
僅
差
で
破
れ
（
本
数
）
、
三
木
東

高
も
本
来
の
力
を
出
せ
ず
に
明
石
南

高
に
敗
れ
、
上
位
進
出
は
な
ら
な
か

っ
た
。
女
子
は
近
年
参
加
校
が
少
な

く
、
３
年
前
か
ら
す
べ
て
の
学
校
が

県
大
会
に
出
場
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
た
が
、
男
子
も
今
年
度
（
秋
、

来
年
度
以
降
は
未
定
）
は
オ
ー
プ
ン

参
加
と
な
る
た
め
、
県
大
会
で
の
活

躍
に
期
待
し
た
い
。
（
武
中
敏
彦
） 

     校 名 

内 容 
三木 三木北 三木東 

４月

29日 

(金) 

男子個人戦 

出場者・結果 

ベスト１６以上が 

県大会出場 

衣笠 初戦敗退 

寺尾 初戦敗退 

丸山 初戦敗退 

藤本 ２回戦敗退 

木田 ３回戦敗退 

長田 ベスト８ 

江尻 初戦戦敗退 

谷口 ２回戦敗退 

吉村ベスト１６ 

女子団体戦 

出場者・結果 

出場校すべてが 

県大会出場 

予選リーグ 

三木０－３高砂 

三木０－３加古川西 

三木２－２小野 

※リーグ４位 

不参加 不参加 

４月

30日 

(土) 

女子個人戦 

出場者・結果 

ベスト１６以上が県

大会出場 

井上 初戦敗退 

中谷 初戦敗退 

濱名 ベスト８ 不参加 胡谷 初戦敗退 

男子団体戦 

出場者・結果 

出場校すべてが 

県大会出場 

予選リーグ 

三木１－３三木東 

三木０－２明石南 

※リーグ３位 

予選リーグ 

三木北１－１小野 

三木北２－１明石西 

三木北２－０明石北 

※リーグ２位 

予選リーグ 

三木東３－１三木 

三木東０－３明石南 

※リーグ２位 

平平成成２２３３年年度度  東東播播高高等等学学校校春春季季剣剣道道大大会会  兼兼  

県県総総体体東東播播地地区区予予選選大大会会結結果果((４４月月２２９９・・３３００日日::東東播播磨磨高高校校））  

（５） 

※印（赤字）：県大会出場 



 
審審
判判
法法
講講
習習
会会  

四四
十十
一一
名名
がが
受受
講講  

（（
加加
佐佐
ココ
ミミ
スス
ポポ
））  

 
 
 

平
成
２３
年
４
月
３
日
、
神
澤
正
輝

教
士
七
段
に
よ
る
懇
切
丁
寧
な
講
習

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。 

 

早
朝
、
２８
名
の
中
堅
会
員
、
三

木
高
校
と
三
木
東
高
校
生
１３
名
が
指

導
監
督
と
共
に
集
合
す
る
中
、
開
会
予

定
時
刻
を
早
め
て
、
講
習
会
は
８
時

４５
分
に
始
ま
り
ま
し
た
。 

昨
日
と
は
打
っ
て
変
わ
っ
て
烈
し
い

気
温
低
下
に
も
関
わ
ら
ず
、
福
本
修
二

範
士
の
著
書
「
ゼ
ロ
か
ら
分
か
る
審
判

法
」
を
基
に
行
わ
れ
た
は
じ
め
の
講
義

に
耳
を
傾
け
、
そ
の
後
の
実
技
講
習
で

も
、
初
心
者
が
十
分
に
理
解
で
き
る
言

葉
で
審
判
の
基
礎
的
な
操
作
方
法
、
所

作
そ
し
て
有
効
打
突
や
反
則
の
見
極
め

方
の
講
義
が
続
き
ま
し
た
。 

審
判
方

法
の
再
確
認
だ
け
で
な
く
、
実
技 

の

向
上
に
も
大
い
に
資
す
る
会
を
持
て
た

こ
と
で
し
ょ
う
。 

審
判
規
則
に
精
通
し
た
高
段
者
か
ら

も
、
そ
の
微
に
入
り
細
に
渡
る
判
定
の

大
切
さ
を
説
明
さ
れ
る
言
語
力
に
惜
し

み
な
い
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。 

 
 

（
報
告 

森
下
哲
次
） 

田田
中中
・・
檜檜
皮皮
両両
氏氏
にに  

教教
育育
功功
労労
者者
表表
彰彰 

 

平
成
２２
年
度
三
木
市 

ス
ポ
ー
ツ
賞
表
彰
式  

毎
年
、
三
木
市
民
の
中
で
、
ス
ポ
ー
ツ

関
係
で
顕
著
な
成
績
を
収
め
た
選
手
や

団
体
に
贈
ら
れ
る
「
三
木
市
ス
ポ
ー
ツ

賞
表
彰
式
」
が
平
成
２２
年
度
分
と
し

て
、
２
月
２６
日
（
土
）
、
１３
時
３０

分
よ
り
三
木
市
立
教
育
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
、
市
内
の
各
ス
ポ
ー
ツ
団
体
代
表

者
を
始
め
関
係
の
来
賓
列
席
の
中
、

２８
名
の
個
人
、
１７
の
団
体
が
表
彰
を

受
け
た
。  

 

今
年
は
剣
道
関
係
は
な
か
っ
た
が
、

全
国
・
近
畿
な
ど
で
顕
著
な
成
績
を
残

し
た
優
秀
選
手
賞
に
１４
名
、
県
大
会

上
位
入
賞
の
奨
励
賞
２４
名
、
ま
た
、

団
体
で
も
優
秀
団
体
賞
に
輝
い
た
の
が

関
西
国
際
大
学
硬
式
野
球
部
な
ど
３
団

体
、
兵
庫
県
大
会
の
上
位
入
賞
の
奨
励

賞
を
受
け
た
志
染
の
少
年
サ
ッ
カ
ー
な

ど
の
団
体
が
１４
団
体
だ
っ
た
。  

同
時
に
行
わ
れ
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ス

ポ
ー
ツ
競
技
で
永
年
指
導
に
当
た
る
な

ど
の
功
績
が
あ
っ
た
方
々
に
贈
ら
れ
る

「
三
木
市
教
育
功
労
者
表
彰
」
で
、
剣

道
か
ら
も
田
中
司
・
檜
皮
隆
夫
両
氏
が

選
ば
れ
、
他
の
種
目
の
方
々
１７
名
と

共
に
表
彰
を
受
け
た
。 

 

          

「
月
々
の
便
り
」 

 
 

晩
春
悲
歌 丹

野
骨
平
（
こ
っ
ぺ
い
） 

陸
奥

み
ち
の
く

の
地
震

な

ゐ

潮
津
波 

引
く
波
一
村 

修
羅
落
し 

 

陸
奥

み
ち
の
く

の
地
震

な

ゐ

潮
津
波 

余
寒
の
続
く 

避
難
小
屋 

 

陸
奥

み
ち
の
く

の
地
震

な

ゐ

潮
津
波 

乳
足
ら
ず
し
て 

眠
る
嬰
（
え
い
） 

 

陸
奥

み
ち
の
く

の
地
震

な

ゐ

潮
津
波 

寒
く
な
い
か
と 

肩
を
寄
す 

 

陸
奥

み
ち
の
く

の
地
震

な

ゐ

潮
津
波 

天
気
予
報
の 

気
に
か
か
り 

 

＊
修
羅
落
と
し
…
伐
採
さ
れ
た
材
木
を
、
丸
太

を
並
べ
た
上
を
滑
ら
せ
て
、
谷
間
に
の
ぞ
む

と
こ
ろ
ま
で
運
び
出
し
、
い
か
だ
に
組
む
た

め
に
谷
川
に
落
と
す
こ
と 

＊
嬰
…
み
ど
り
ご
、
ち
の
み
ご 

（６） 

表彰された田中 司氏（右）と桧

皮隆夫氏（左） 

 

旗の上げ方を丁寧に指導する神澤正輝教士７段 


